
システム概要

IntelliBatt(インテリバット) バッテリーモニタリング

システム は、バッテリー性能に関する詳細データを連

続して確実に収集する、コスト効率がよく、設置が容

易なシステムです。 IntelliBattは、IBノードおよび IB
コントローラの2つのコンポーネントで構成され、ま

た、操作に正確なデータを提供して、以下のバッテリ

ーの状態を測定します。

● 電圧   ● インピーダンス

● 各バッテリーの温度 ● 周囲温度

● 停電   ● フロート電流

● リップル電流 ● リップル電圧

IntelliBattのノードは、バッテリー個別の状態をモニタ

ーし、バッテリー状態を目視で確認できるLEDランプ

を装備しております。緑= 良好、黄=測定中、赤= 保

守が必要、を表わしています。

IntelliBatt Bノード

特許を取得した IBノードは、2本の電源／試験リード

線を接続するだけですぐに使えるよう設計されており

ます。CANbus通信リンクは、すべての IBノードユニ

ットが IBコントローラと通信できるようにします。IB
コントローラは省スペース設計で、設置工事費のかか

る配管敷設を必要としません。バッテリーキャビネッ

トの内部や上部、あるいはバッテリーラックの内部に

設置できる小型設計です。

IB ノードをスタンドアロンユニットとして接続する

場合、個別のバッテリー性能を解析するために、電圧、

抵抗、温度、その他のデータ点を収集、保存します。

IBノードは各バッテリーに直列に接続され、接続する

と IB ノードに電源が入ります。 接続しているバッテ

リーを自己識別し (例：1 列 120 個のバッテリーにお

けるバッテリー8 など) 、IB コントローラがさらなる

指令を割り当てるまで、待機モードのままでいます。

すべての IB ノードはイーサネットケーブルを使用す

るCANbusリンクに接続されます。デイジーチェーン

タイプ設定に各 IB ノードを一緒に単純接続すること

で、IBコントローラへの (シリーズの最初または最後

の IB ノードのいずれかによる) ハードウェア設置が

完了します。

設置コンポーネント

バッテリー(IB)ノード

A マイナス極 プッシュオンスペードコネクタ

Bプラス極 プッシュオンスペードコネクタ

C ケース

D CANbusリンクポートRJ45 CAT5ジャック

E 電源／試験リード線

F 温度センサー (出荷時に接続済み)

CANbusリンクケーブル

8インチCAT5イーサネットケーブル
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